
「マスクの着用」と「熱中症の予防」について

学校では、感染症対策をとるために原則としてマスクを着用していますが、夏に近づく

につれて、熱中症のリスクが高まることも心配されます。

学校としましては、お子様の健康を守るため、「感染症対策」と「熱中症対策」の両立が

できるよう対策を進めてまいります。

今後、熱中症が心配される時期には、以下の条件を前提として熱中症の防止を優先し、

マスクを外す場面もありますので、御承知おきください。

【条件】

換気ができる場所であること

通距離での会議を控えること

入との距離を lm以上保つこと

なお、学校で熱中症を防 ぐために、マスクを外す指示があつた場合でも、感染への不安

がある場合には着用することができますので、お子様や保護者から担任まで御連絡 くださ

い。

【マスクの取り外しを判断する場面】

・ 3密 を回避できる活動

'体 育の学習中や部活動中

'屋 外での遊びや運動

・ 登下校中

※ 暑い日の登下校中には、マスクを外して構しヽません。ただし、友違と

近付いて会議をする時や、日りに人がいる時には、自分でマスクを着け

るよう指導 しますので、御家庭でも声掛けをお願いします。

児童から体調不良等の訴えがある場合

その他にマスクを外す必要があると学校が判断する場合

御家庭におかれましても、「感染症対策」と「熱中症対策」について、十分な注意をお願

いします。


